
糖尿病療養指導士会ブルーサークル山口 第１０回 糖尿病看護研修会のご案内 
            

 ～記～ 
開催日時：平成２６年８月２４日（日）９：５５～１６：３５（受付９：３０～９：５５） 

開催場所：山口県セミナーパーク セミナー室１  

     〒754-0893 山口市秋穂二島1062  TEL(083)987-1410 

 

ACCESS：                交通案内 

中国縦貫自動車道小郡 IC より 約 13ｋｍ 

山陽自動車道山口南 IC より  約 5ｋｍ 

新山口駅から約 10Km(タクシー約 15 分) 

四辻駅から約 3Km(タクシー約５分） 

山口宇部空港より       約 35ｋｍ 

 

 

定員    ：６０名（先着順：定員になり次第締め切らせていただきます） 

参加費   ：ブルーサークル山口会員 １０００円（昼食込み） 

非会員 ３０００円（昼食込み） 

受付方法  ：平成２６年７月１日より受付開始 

申し込み方法：往復はがき １人１枚（連名は無効） 

下記の必要事項をご記入の上、お申し込みください。  

必要事項：送信面裏   

① 氏名 ②ブルーサークル山口 会員番号 ③連絡先住所 ④施設名  

⑤ 職種 ⑥緊急連絡先（自然災害等で急遽に連絡が必要な場合の連絡先）⑦FAX 番号  

⑧ 定員オーバーの場合キャンセル待ち希望の有無 

⑨ やまぐち糖尿病療養指導士の資格をお持ちの方は LCDE 有とご記入ください 

復信面表  

①ご自分の郵便番号 ②住所 ③氏名  

申し込み先：送信面表 〒７５５－８５０５ 山口県宇部市南小串１－１－１  

山口大学医学部附属病院 栄養治療部 有冨 早苗 宛  

受講決定通知：順次発送いたします 

申し込み期限：平成２６年８月２０日（水）必着分まで 

取得単位：「日本糖尿病療養指導士 認定更新のための研修会」 

〈第１群〉看護職４単位申請中 

〈第２群〉日本糖尿病療養指導士認定機構２単位申請中 

いづれかの取得となります。 

やまぐち糖尿病療養指導士 １単位申請中 

＊遅刻・早退の場合は発行されませんのでご注意ください＊ 

 

 

研修会事務局（問い合わせ先）  

山口大学医学部附属病院 内科外来              

E メール asae1001@yamaguchi-u.ac.jp             ブルーサークル山口 会長 浅江  文枝

mailto:asae1001@yamaguchi-u.ac.jp


糖尿病療養指導士会ブルーサークル山口 第 10 回 糖尿病看護研修会プログラム 

研修テーマ：「糖尿病治療の動向を知り、療養支援に生かす」 

９：３０～９：５５   受付開始  

９：５５～１０：００  開催挨拶 ブルーサークル山口 副会長 有冨 早苗 

１０：００～１１：００ 特別講演Ⅰ（６０分） 

            「1 型糖尿病診療と山口県内の最近の動向」  

             座長：澤山恵先生（綜合病院 山口赤十字病院 看護師） 

             演者：福田 謙先生（山口大学医学部附属病院 小児科 助教） 

１１：００～１１：３０ 教育講演Ⅰ（３０分） 

「最新の糖尿病薬物療法」 

座長：益成 宏先生（独立行政法人 地域医療機能推進機構 徳山中央病院 薬剤師） 

演者：梅野 尚生先生（独立行政法人 労働者健康福祉機構 山口労災病院 薬剤師） 

１１：３０～１２：３０ ランチョンセミナー（６０分） 

「糖尿病看護を広めるための自施設での試み」 

座長：浅江 文枝先生（山口大学医学部附属病院 看護師） 

演者：高丘 瑞穂先生（JA 山口厚生連 周東総合病院 糖尿病看護認定看護師）  

１２：３０～１２：４５ 休憩（15 分） 

１２：４５～１３：００ サノフィ株式会社 製剤説明「持効型溶解インスリンアナログ製剤 ランタス注」 

１３：００～１３：３０ 教育講演Ⅱ（３０分） 

             「どう変わった食品交換表 第 7 版」 

             座長：杉山 正枝先生（JA 山口厚生連 小郡第一総合病院 管理栄養士） 

             演者：有富 早苗先生（山口大学医学部付属病院 管理栄養士） 

１３：３０～１４：３０ 特別講演Ⅱ（６０分） 

「高齢糖尿病患者の療養支援」 

座長：福字 洋子先生（JA 山口厚生連 周東総合病院 看護師） 

演者：原田 和子先生（医療法人社団紘和会 平和台病院 糖尿病看護認定看護師） 

１４：３０～１６：３０ グループワーク 事例検討（１２０分） 

             「事例から高齢糖尿病患者の療養支援を考えよう」              

             進行：高丘 瑞穂先生（JA 山口厚生連 周東総合病院 看護師） 

             事例提示（１０分） 

「70 歳代後半でインスリン導入となった２型糖尿病患者の療養支援について」 

             事例紹介：安田 直子先生（済生会下関総合病院 糖尿病看護認定看護師） 

             グループディスカッション（６５分） 

ファシリテーター：澤山 恵先生（綜合病院 山口赤十字病院 看護師） 

福字 洋子先生（JA 山口厚生連 周東総合病院 看護師） 

仲 徹先生（国立病院機構 関門医療センター 臨床検査技師） 

                梅野 尚生先生（独立行政法人 労働者健康福祉機構 山口労災病院 薬剤師） 

                杉山 正枝先生（JA 山口厚生連 小郡第一総合病院 管理栄養士）                              

             グループ発表（３０分） 

             総評（１５分） 

１６：３０～１６：３５ 閉会あいさつ ブルーサークル山口 会長 浅江 文枝  

共催：ブルーサークル山口 日本糖尿病教育・看護学会申請中 サノフィ株式会社  


